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�

淡路花博� “光の公園散策”�

7月スタート�7月スタート�
　連日、たくさんの人で賑う淡路花博「ジャパンフロー

ラ２０００」。７月１日から夜間開園がスタート、午後

９時３０分まで開園時間が延長されています。夜間開園

は９月３日までで、午後５時からの入場には夜間割引料

金が適用されます。光の花・光の動物などが彩る“光の

公園ショー”をお楽しみください。�
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来年も楽しみにしています�

　　　　　　　　　　　　非農家の家庭の子供さんも、珍し�

　　　　　　　　　　　さもあったのだと思いますが、何の�

　　　　　　　　　　　抵抗もなく牛に接していました。牛�

　　　　　　　　　　　の世話だけでなく、草刈機を使った�

　　　　　　　　　　　り牛舎の掃除などもまじめによくや�

　　　　　　　　　　　ってくれました。酪農の実態に、ほ�

　　　　　　　　　　　んの一端なりとも実際に携わったと�

いうことで、何かを感じ取ってくれたらと思います。５日間、�

私たちも結構楽しんで過ごしました。来年も希望してくれる�

生徒さんがあれば、と楽しみにしています。�

　おんぶにだっこ、砂場あそび、製作……子どもたちに明るく�

元気いっぱい接してくれ、みんな大喜び。子どもたちの笑顔も�

絶えませんでした。またいつでも遊びに来てください。�

いつでも遊びに来てください�

太田酪農　太 田 幸 男 さん�

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
牛
に
餌
を
や
る
、
脚
立
に
登
っ
て
庭
木

の
枝
を
は
ら
う
、
童
心
に
か
え
っ
て
幼
児
と
ゲ
ー
ム
、
な
ど

な
ど
…
…
。�

中
学
二
年
生
が
、
一
週
間
、
学
校
を
離
れ
て
社
会
体
験
活
動

を
す
る

”ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
“
事
業
。�

三
年
目
と
な
る
今
年
は
、
市
内
の
生
徒
四
百
二
十
八
人
が
六

月
に
、地
域
の
事
業
所
な
ど
で
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。�

ご
く
一
部
で
す
が
、
活
動
中
の
ひ
と
こ
ま
を
紹
介
し
ま
す
。�

牛舎で
�

陸上競技
場で�

幼稚園で
�

3年目

山本千恵子さん�第一幼稚園職員� 山口かおりさん� 箙　優子さん�

スーパー
で�



3

39

���������
���������
���������
���������
���������

yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy
yyyyyyyyy

　今年も、各地域の皆さんや多くの事業所のご協力をい�

ただいて、トライやる・ウイークを行うことができまし�

た。活動を通じて体験した貴重な出来事や人との出会い、�

ふれあいは、生徒たちの将来の進路などに生かされるこ�

とでしょう。たいへんありがとうございました。�

来月号では、生徒の皆さんの感想文を�
紹介します。�

受入側も気が緩まないよう勉強�

『夢に向って』�

街でもあいさつしてくれます�
ご協力ありがとうございました�

洲 本 市 教 育 委 員 会 �

　生徒さんと相談し、作業内容を決めたので、自発的に

よくやってくれました。運動場の溝掃除や木の枝払い、

給食の配膳、オルガンの修繕など、普段の自分たちと逆

の立場を経験してもらいました。活動中は、学校や家庭

では味わえないことが経験でき、心に残るものがあった

と思います。活動終了後でも、街で会うとあいさつして

くれますが、うれしいものです。�

　　　　　　　　　　　　　仕事の厳しさはもちろんのこと、地域と�

　　　　　　　　　　　　のふれあいや交流がとても大事なことなん�

　　　　　　　　　　　　だ、ということがわかってもらえるよう心�

　　　　　　　　　　　　がけています。また、この活動で、人間の�

生き方の基本や生きる楽しさを感じ取ってほしいと思います。今の子�

どもはずいぶんしっかりしているので、認めてやることが大切ですね。�

３年目ともなれば、受け入れる側に慣れがあるので、気の緩みがでな�

いよう勉強しなければと思います。�

「絵を描く仕事をしたい」という生徒達１０名で、花屋さんの一角

をお借りして、六角形の「未来」を描いた木のモニュメントを作製

することになりました。５日間の工程には、大工さん、ペンキ屋さ

ん、看板屋さん、花屋さんとあり、職人としての厳しくも楽しい仕

事を体感してもらいました。女の子が８名でしたが、保護者、先生、

地域の皆さんのご協力のお陰で、立派なガーデニングが完成しまし

た。あと、屋根を作り、学校以外の広場にも設置できたらと思って

います。�

パン製造販売　小 村 益 啓 さん�

絵画指導　内 谷 勝 巳 さん�

加茂小学校用務員　小 井 出 一 弘 さん�

魚市場で
�

福祉施設
で�

幼稚園で
�

パン屋で
�

学校で
�

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
作
製
に�

　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ�

活動中の仲間を取材�



ご
み
減
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化
と
適
正
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い�

4

����

　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
後
九
十
日

以
上
の
す
べ
て
の
犬
が
対
象
で

す
の
で
、
必
ず
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
時
に
は
鑑
札
を
、

予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
た
時
に

は
、
注
射
済
証
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
犬
の
首
輪
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。�

▽
鑑
　
札�

　
一
度�

登
録
す�

れ
ば
ず�

っ
と
有
効�

で
す
の
で
、
紛
失
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
平
成
七
年
度
〜
十
一

年
度
の
も
の
は
、
兵
庫
県
内
で
、

十
二
年
度
以
降
の
も
の
は
洲
本

市
内
で
有
効
で
す
。
市
外
へ
転

出
し
た
と
き
は
、
転
出
先
で
新

し
い
鑑
札
と
引
き
換
え
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
洲
本
市
内
へ
犬

を
連
れ
て
転
入
し
た
人
は
、
市

役
所
環
境
整
備
課
で
、
転
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
鑑
札

は
、
番
号
に
よ
り
飼
い
主
と
犬

が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
迷
子

札
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。�

▽
注
射
済
証
　
一
年
間
、
全
国

で
有
効
で
そ
の
年
に
注
射
を
受

け
て
い
る
証
明
に
な
り
ま
す
。�

����

　
登
録
済
み
の
犬
で
今
年
四
月

の
集
合
注
射
に
来
て
い
な
い
人

に
は
再
度
、
狂
犬
病
予
防
注
射

の
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

早
急
に
近
く�

の
動
物
病
院�

で
受
け
て
く�

だ
さ
い
。
事�

務
手
続
き
上
、�

行
き
違
い
の�

場
合
は
ご
了�

承
く
だ
さ
い
。�

���
　
犬
の
飼
い
方
相
談
や
苦
情
相

談
、
飼
い
犬
の
引
き
取
り
な
ど

は
洲
本
保
健
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
法
律
の
改
正
に

よ
り
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防

注
射
な
ど
は
市
役
所
環
境
整
備

課
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

��

　�　
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
、
ふ
ん

が
放
置
し
て
あ
る
…
な
ど
犬
に

対
す
る
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
犬
の
行
動
を
見
れ
ば
普
段

の
飼
い
方
が
分
か
り
ま
す
。
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。�

������

　
洲
本
市
の
ご
み
の
量
は
、
近

年
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

缶
や
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

資
源
ご
み
は
、
七
月
か
ら
始
め

る
拠
点
回
収
へ
、
新
聞
や
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
布
な
ど
は
地

域
の
集
団
回
収
か
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
「
み
つ
あ
い
館
」
へ

持
ち
込
む
な
ど
し
て
、
資
源
の

有
効
利
用
と
ご
み
減
量
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
家
庭
ご
み
用
と
し
て

毎
年
配
布
し
て
い
る
「
指
定
ご

み
袋
」
が
不
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
市
役
所
へ
お
返
し
く
だ
さ

い
（
環
境
整
備
課
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
お
伺
い
し
ま
す
）。�

�����
　
事
業
活
動
に
よ
っ
て
出
る
ご

み
は
、
法
律
（
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）
に

よ
っ
て
事
業
者
が
適
正
に
処
理

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
の
ほ
か
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
や
ご
み
の
減
量
化�

�

������

に
努
め
る
こ
と
、
市
な
ど
の
施

策
に
協
力
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
市
で
の
事
業
所
の
ご
み
処

理
に
つ
い
て
は
、�

▽
事
業
者
自
ら
処
理
す
る�

▽
市
の
指
定
ご
み
袋
を
購
入
し

て
、
家
庭
ご
み
の
定
期
収
集
時

に
出
す�

の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

「
事
業
者
自
ら
処
理
す
る
」
方

法
は
、
法
律
に
適
合
し
た
設
備

を
備
え
て
処
理
す
る
か
、
自
ら

処
理
場
へ
搬
入
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
運
搬
を
ほ
か
の
事
業
者
に

委
託
す
る
場
合
、
運
搬
を
す
る

事
業
者
に
は
市
の
許
可
が
必
要

で
す
。
「
指
定
ご
み
袋
」
に
よ

る
と
き
は
、
指
定
袋
を
有
料
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま

ず
「
ご
み
を
出
さ
な
い
」、
次
に

資
源
ご
み
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
」
、
ど
う
し
て
も
生
じ
た
ご

み
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
「
適

正
」
に
処
理
す
る
こ
と
を
徹
底

し
て
、
快
適
で
住
み
よ
い
街
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。�

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
忘
れ
な
く
！�

犬
の
苦
情
相
談
は�

　
　
　
　
　
保
健
所
へ�

犬
を
飼
う
時
は
マ
ナ
ー�

を
守
っ
て�

犬
の
飼
い
主
さ
ん
へ�

犬
の
飼
い
主
さ
ん
へ�

環境整備課からのお知らせ�
お問い合せは、市役所環境整備課（☎22-3321）へ。�

ご
み
減
量
化
と
適
正
処
理
に�

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い�

■処理場へ自己搬入した場合の処理手数料�

■指定ごみ袋の料金�

何
人
も
、
ご
み
を
不
法
に

捨
て
た
場
合
に
は
、
法
律

に
よ
り
『
1
年
以
下
の
懲

役
又
は
3
0
0
万
円
以
下

の
罰
金
』
に
処
せ
ら
れ
ま

す�

ごみの種類� 処　理　場　名� 手　　　数　　　料�

燃えるごみ�

燃えないごみ�

やまなみ苑（緑町広田）�

粗大ごみ処理場（奥畑）�

２０　につき�

１００　につき�

１４０円�

１,５００円�

燃えるごみ・燃えないごみ�
３５　または３５　用  １袋�

１５　または１５　用  １袋�

３５０円�

１５０円�

事
業
活
動
の
ご
み
処
理�

は
事
業
者
の
責
任�

キロ�
グラム�

キロ�
グラム�

キロ�
グラム�

リッ�
トル�

リッ�
トル�

キロ�
グラム�
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毎
月
第
四
木
曜
日
が
回
収
日�

で
す
。
回
収
日
の
午
前
七
時
か�

ら
正
午
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ�

い
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン�

タ
ー
「
み
つ
あ
い
館
」
で
は
、�

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
た�

だ
し
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）�

回
収
す
る
資
源
ご
み
は
6
種
類�

回
　
収
　
日�

12年� 13年�
月�

回
収
日�

7月�8月�9月�１０月�１１月�１２月�1月�2月�3月�

ア
ル
ミ
缶�

‖
拠
点
回
収
を
行
う
資
源
ご
み
‖
�

毎月第４木曜日が回収日です（来年３月までの回収日）�

回
収
場
所�

回
収
す
る
資
源
ご
み
は
6
種
類�

回
　
収
　
日�

回
収
場
所�

　
市
内
の
九
か
所
で
回
収
し
ま�

す
。
回
収
場
所
に
は
、
回
収
ボ�

ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の�

で
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
ボ
ッ�

ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。�

中央公民館�

リサイクルセンター「みつあい館」�

物部コミュニティ消防センター�

千草公民館�

加茂コミュニティ消防センター�

山手三丁目３－２�

栄町四丁目３－２８�

上物部二丁目３－１１�

千草甲２２１－７�

下内膳８－１�

アルミ缶�
回収BOX�

洲　本　市�

びん�
（無　色）�

びん�
（茶　色）�

びん�
（その他）�

スチール缶�
回収BOX�

洲　本　市�

ペットボトル�
回収BOX�

洲　本　市�

飲料・酒類・しょうゆ�決まったBoxにいれてね！�
Boxごとに行先が�
違うんだ。仲間たち�
　　と一緒がいいよ！�

　７月から缶・びん・ペットボトルの拠点回収を行います。ほかの
ごみと一緒にしないで、きちんと分別して、資源ごみ回収にご協力
ください。�

　
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
の
は
、
①
ア
ル
ミ
缶
　
②
ス
チ
ー
ル

缶
　
③
び
ん（
無
色
）

④
び
ん
（
茶
色
）
　
⑤
び
ん
（
無
色
か
茶
色

以
外
）
⑥
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
六
種
類
で
す
。�

　
飲
み
か
す
や
残
量
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、必
ず
水
で
軽
く
す
す

い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▲
�

ス
チ
ー
ル
缶�

▲
�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル�
▲
�

び
ん
（
無
色
）�

▲
�

び
ん
（
茶
色
）�

▲
�

び
ん
（
無
色
と
茶
色
以
外
）�

▲
�

大野コミュニティ消防センター�

中川原公民館�

安乎公民館�

由良支所�

大野１２３－６�

中川原町中川原９０７�

安乎町中田１１－２�

由良二丁目６－１９�
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シ
リ
ー
ズ�

⑦

洲
本
狸
の
銘
々
伝
　

台
場
の
お
松�

健
康
福
祉
館
だ
よ
り
④

問
い
合
せ
先�

健
康
福
祉
部
福
祉
課�

☎
２２
・
3
3
3
2

児
童
扶
養
手
当�

な
ど
の
お
知
ら
せ�

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当�

受
給
者
の
人
は
、
現
況
届�

の
提
出
を�

し
て
い
た
だ
く
「
身
体
障
害
者�

移
動
相
談
」
が
、
次
の
日
程
で�

行
わ
れ
ま
す
。�

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、�

事
前
に
市
役
所
健
康
福
祉
部
福�

祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
交
付�

の
た
め
の
診
断
は
行
い
ま
せ
ん
。�

■
肢
体
不
自
由
関
係�

����

■
視
覚
聴
覚
障
害�

　
法
律
的
な
相
談
に
は
、
母
子�

専
門
相
談
員
（
弁
護
士
）
が
あ�

た
り
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ�

る
人
は
、
八
月
十
五
日
（火）
ま
で�

に
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ�

さ
い
。�

▽
と
　
き
　
九
月
七
日
（木）�

▽
と
こ
ろ
　
淡
路
福
祉
事
務
所�

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
を
受�

給
し
て
い
る
人
は
、
年
一
回
現�

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ�

て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
な
い
場�

合
は
、
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま�

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

ま
た
、
由
良
地
区
以
外
の
人
は
、�

受
付
場
所
が
市
役
所
か
ら
健
康�

福
祉
館
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
の�

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

■
現
況
届
の
受
付�

〈
由
良
地
区
以
外
の
人
〉�

▽
と
　
き
　
八
月
十
四
日
（月）�

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
健
康
福
祉�

　
館
内
福
祉
課�

〈
由
良
地
区
の
人
〉�

▽
と
　
き
　
八
月
十
五
日
（火）�

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時�

▽
と
こ
ろ
　
由
良
支
所�

　
児
童
や
母
子
、
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
業
務
は
、
健
康�

福
祉
部
福
祉
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
福
祉
課
か�

ら
児
童
扶
養
手
当
や
身
体
障
害
者
移
動
相
談
な
ど
に
つ
い
て
お�

知
ら
せ
し
ま
す
。�

母
子
家
庭
等
特
別
相
談�

身
体
障
害
者
移
動
相
談�

　
身
体
障
害
者
の
人
に
、
利
用�

南
淡
町
福
祉
保�

健
セ
ン
タ
ー�

と
　
き�

九
月
　
八
日�

一
月
十
二
日�

洲
本
市
健
康
福�

祉
館� と

こ
ろ�

と
　
き�

八
月
　
八
日�

と
こ
ろ�

洲
本
市
健
康
福�

祉
館�

石
垣
が
残
る
お
台
場
跡�

（
現
、
兵
庫
県
洲
本
家
畜
保
健�

　
衛
生
所
敷
地
内
）�

昔、鯔池といわれていたところ�
（現、洲本自動車教習所のあたり）�

鯔
池
の
お
松
と
も
い
う�

い
な

い
け�

　
洲
本
お
城
下
の
は
ず
れ
、
塩�

屋
橋
を
北
へ
渡
っ
た
海
側
は
陀�

仏
川
の
下
流
で
、
海
岸
は
砂
丘�

が
続
く
の
で
、
陀
仏
川
は
海
へ�

出
ら
れ
ず
、
潟
や
池
の
あ
る
低�

湿
地
で
し
た
。
そ
の
付
近
で
鯔�

（
淡
水
に
出
入
り
す
る
近
海
魚
、�

ぼ
ら
の
幼
魚
）
が
よ
く
と
れ
る�

の
で
、
鯔
池
と
い
わ
れ
て
い
ま�

し
た
。�

　
そ
こ
か
ら
陀
仏
川
を
こ
え
る�

と
炬
口
の
浜
に
な
り
、
真
ん
中�

に
は
洲
本
の
城
下
を
守
る
お
台�

美
形
で
評
判
の
狸�

�

場
（
砲
台
）
が
あ
り
、
幕
末
に�

は
大
砲
が
海
に
向
っ
て
据
え
付�

け
ら
れ
、
警
護
の
武
士
が
常
駐�

し
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
鯔
池
か
ら
台
場
に
か
け�

て
の
物
淋
し
い
所
に
、
お
松
と�

い
う
女
性
の
狸
が
住
ん
で
い
ま�

し
た
。�

　
お
松
は
、
柴
右
衛
門
の
娘
と�

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
説
に�

は
、
津
名
郡
柳
沢
村
の
岩
神
さ�

ん
の
申
し
子
を
柴
右
衛
門
が
育�

て
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
近
隣
に
評
判
の
美
形
の
狸
だ�

っ
た
の
で
、
方
々
か
ら
縁
談
も�

多
く
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
三
原
の�

円
行
寺
に
住
ん
で
い
た
お
和
佐�

と
い
う
名
代
の
狸
が
仲
人
で
、�

阿
那
賀
湊
の
金
満
家
、
与
茂
太�

夫
の
元
へ
嫁
入
り
し
ま
し
た
。�

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
与
茂
太
夫�

は
大
の
放
蕩
者
で
、
阿
波
に
妾�

を
つ
く
っ
て
入
り
浸
り
に
な
っ�

た
た
め
、
お
松
は
す
が
る
家
族�

を
振
り
捨
て
て
洲
本
へ
帰
っ
て�

き
ま
し
た
。�

　
柴
右
衛
門
は
、
娘
を
哀
れ
と�

思
い
つ
つ
も
お
城
山
に
は
入
れ�

ず
、
炬
口
の
台
場
に
住
ま
わ
せ�

ま
し
た
。
美
形
の
お
松
で
す
か�

ら
、
宇
山
、
中
川
原
、
安
乎
辺�

り
か
ら
雄
狸
が
通
っ
て
き
ま
し�

た
が
、
全
然
相
手
に
し
ま
せ
ん
。�

　
先
の
円
行
寺
の
お
和
佐
も
、�

責
任
が
あ
る
た
め
度
々
通
っ
て�

き
て
は
、
与
茂
太
夫
も
家
族
も�

反
省
し
て
い
る
の
で
、
ど
う
か�

戻
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
し
ま
し�

た
が
、
お
松
は
も
う
仲
人
口
に�

は
乗
ら
ぬ
と
、
日
々
台
場
で
後�

家
暮
ら
し
を
続
け
た
と
い
わ
れ�

て
い
ま
す
。�

”洲
本
民
踊
お
ま
あ
や
“
に�

������

と
い
う
唄
が
あ
る
が
、
こ
の
お�

松
の
こ
と
を
唄
っ
て
い
る
の
で�

し
ょ
う
。�

　
そ
の
こ
ろ
の
炬
口
の
浜
は
、�

今
の
洲
本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま�

で
砂
丘
が
続
き
、
沖
は
鰯
や
い�

か
な
ご
の
好
漁
場
で
し
た
。
そ�

し
て
、
浜
は
年
中
こ
れ
ら
の
干�

場
に
な
っ
て
お
り
、
狸
に
は
絶�

好
の
餌
場
で
あ
っ
た
こ
と
も
、�

お
松
の
住
み
つ
く
よ
い
場
所
で�

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
　
　
武
　
田
　
清
　
市�

（
洲
本
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
長
）�

い
な
い
け�

い
な�

松
に
な
り
た
や
　
台
場
の
松
に�

�

出
船
入
船
　
見
て
暮
ら
す�
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　市教育委員会の事務所が７月３１日より、炬口�

から市役所南庁舎１階へ移転します。電話番号も�

２２・３３２１（代表）に変わりますので、ご注�

意ください。�

■固定資産税・都市計画税　第２期�

■納　期　　７月３１日（月）�

■納税は、便利な口座振替をご利用ください。�

            　　洲本市総務部税務課�

　サマージャンボ宝くじが、７月１７日（月）から８�

月４日（金）まで発売されます。この宝くじの収益金�

は市町村の明るく住みよい街づくりに使われます。�

今月の納税�

～7月31日から市役所南庁舎へ～�

■
職
種
と
採
用
予
定
者�

▽
事
務
職
　
若
干
名
　
▽
幼
稚�

園
教
諭
ま
た
は
保
育
士
　
若
干�

名
　
▽
調
理
員
　
若
干
名�

■
試
験
日�

▽
第
一
次
試
験
　
九
月
十
七
日�

（日）
　
▽
第
二
次
試
験
　
十
月
下�

旬
の
予
定�

■
試
験
案
内
等
の
配
布�

　
七
月
三
十
一
日
（月）
か
ら
希
望�

者
に
配
布�

■
申
込
受
付
期
間�

　
八
月
七
日
（月）
か
ら
八
月
二
十�

二
日
（火）
ま
で
。�

▼
試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
等�

の
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役�

所
総
務
部
総
務
課
（
☎
２
２
・�

３
３
２
１
）
へ
。�

宝くじの購入は、�
　　　県内の宝くじ売り場で�

教育委員会の事務所が移転�

市職員�
募集�

　ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）の宅内工事費の単�

価が９月から値上がりします。ケーブルテレビを�

お申し込んで、まだ宅内工事が済んでいない人は、�

早めに工事をしてくだい。�

　詳しくは、淡路島テレビジョン�

　（☎２５・２５２５）へ。�

CATV宅内工事費が上がります�

▼
�

■職種と採用予定者、受験資格�
〈事務職　若干名〉�
　①昭和５０年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による�
　　４年制大学を卒業した人または平成１３年３月までに卒業見�

　　込みの人。�

　②昭和５２年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による�
　　短期大学、高等専門学校、専修学校専門課程を卒業した人ま�

　　たは平成１３年３月までに卒業見込みの人。�

　③昭和５４年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による�
　　高等学校を卒業した人または平成１３年３月までに卒業見込�

　　みの人。�

　・ただし、①に該当する人が②または③を受験したり、②に該�
　　当する人が③を受験したりすることはできない。�

〈幼稚園教諭又は保育士　若干名〉�
　　昭和５０年４月２日以降に生まれた人で、幼稚園教諭の免許�

　　及び保育士資格を併せて有する人または平成１３年３月まで�

　　に免許及び資格を併せて取得する見込みの人。�

〈調理員　若干名〉�
　　昭和４０年４月２日以降に生まれた人で、調理師免許を有す�

　　る人。�

国勢調査�
住む町も日本も見える国勢調査�

平成12年10月１日（日）�
9月下旬から調査員がおうかがいいたします。�

本年10月1日現在で、全国いっせいに国勢調査を実施します。�
　国勢調査の結果は、福祉、教育、雇用、住宅対策�

など、２１世紀のまちづくりなどの基礎資料になり�

ます。調査員が配布する調査票に、１０月１日現在�

の皆さんの状況を記入してください。�

　　　　　　　　　総務庁統計局・兵庫県・洲本市�

＊洲本市健康福祉部  �

　　　　　・介護福祉課　 ２２―９３３３�

　　　　　・福　祉　課 　２２―３３３２�

　　　　　・健　康　課　 ２２―３３３７�

＊洲本市保健センター　 ２２―３３３７�

＊在宅介護支援センター　 ２６―３１２０�

＊訪問看護ステーション　 ２６―０５５４�

＊ヘルパーステーション　 ２６―３１２１�

＊休日等応急診療所　 ２４―６３４０�

＊淡路聴覚障害センター　 ２４―３８５０ 　�

洲本市健康福祉館の電話番号案内�

　淡路地域夢２１委員会では、８月２６日、午後１時３０分から県立淡路景観園芸学校で、「第３段階夢会議」を開催します。フォーラム�
や展示などの参加申込は、８月１１日までに淡路県民局（☎２２・３５４１）へ。�

受け付けは�
　　　8月7日～22日�

CATV　　NTT
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写真�
ニュース�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域７ヵ店�

中 学 生 が �

“高 齢 者”を 体 験�

淡 路 花 博 を Ｐ Ｒ � 菖 蒲 湯 で 湯 っ た り 気 分 �

　高齢者擬似体験などを通して、高齢者や障害者を理解し、思いやりの大切さを学ぶ�

「福祉教育」が６月１７日、洲浜中学校（１、３年生が参加）で行われました。１年�

生では車いす体験、３年生では、視力が弱くなったり、体が自由に動かなかったりす�

る高齢者の体の不自由さを体験しました。�

�

　「３０００人の吹奏楽」が６月２４日、西宮スタジアムで�

行われました。洲本市内と三原郡内の小中学校ブラスバンド�

が、「淡路地区合同バンド」として初参加、淡路花博のテー�

マ曲などを演奏、ユメハッチも登場し、花博をＰＲしました。�

　「デイサービスセンターうしお」（炬口）で、６月８日デ�

イサービスに訪れたお年寄りらが菖蒲湯を楽しみました。菖�

蒲は、いままで大阪府富田林市農業委員会の元事務局長徳田�

光義さんから贈られていました。しかし昨年で栽培をやめた�

ため、今年はその株を譲り受け育てた白水祥文さん（下内膳）�

から初めてプレゼントされました。�

�

■お問い合せ・申し込み先�
兵庫県漁業協同組合連合会指導部漁政課�
ＴＥＬ：0 7 8 ― 6 5 2 ― 3 4 4 4

淡路☆海のフェスタ2000 ・と　　き：7月29日（土）、12：00～�
・と こ ろ：炬口海水浴場�
・募集人員：先着50人�女性参加者大募集�
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広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

小学生が地引き網を体験� 谷 川 棋 聖 が 先 勝 �

夏本番・海びらきが行われました�

三野くんがわんぱく�
相撲全国大会へ出場� 渡邉さんが人権擁護委員に�

　洲本第一小学校６年生の親子が７月５日、炬口海水浴場で地�

引き網体験をしました。地元で取れる魚を知ってもらおうと炬�

口漁協青壮年部の協力で行ったもの。また６月２３日には、５�

年生によるひらめ稚魚の放流も行われました。�

　谷川浩司棋聖に羽生善治四冠が挑戦する「第７１期棋聖戦」�

の第１局が、６月９日市内のホテルで行われ、谷川棋聖が初戦�

を飾りました。「平成の名勝負」と称される２人の対局は、こ�

の日がちょうど１００局目で、これで通算成績は谷川さんの４０�

勝６０敗となりました。（写真は６月８日に行われた前夜祭）�

�

　洲本第二小学校４年生の三野友継くんが、�

７月３０日に東京・両国国技館で行われる「第�

１６回わんぱく相撲全国大会」に兵庫県代表�

として出場することが決まりました。三野く�

んは、５月に津名町で開かれた同大会淡路地�

区予選で優勝、続いて県ブロック大会でも優�

勝し、全国大会出場権を獲得したもの（写真�

は６月３０日、出場報告のため市役所を訪れ�

た三野くん）。�

　渡邉美宣さん（由良）がこの度、�

人権擁護委員に就任、６月１５日�

市長室で、神戸地方法務局洲本支�

局 鈴井 洋・支局長から委嘱状が�

交付されました。人権擁護委員は、�

人権についての相談や啓発活動な�

どに活躍されます（写真左から、�

渡邉さん、中川洲本市長、大鞆洲�

本人権擁護委員協議会長、鈴井支�

局長）。�

　大浜海水浴場で７月１日、市

観光協会や市、県、地元関係者

が参加して海びきが行われまし

た。また、これに先立って行わ

れた水質検査では、「水質が特に

良好」という結果が出ています。

安乎、厚浜、炬口も水質良好な

どとなっています。�



１０�

伝
　
染
　
性
　
膿
　
痂
　
疹�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

クラモト皮膚科

倉本昌明 医師

　
ま
た
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま�

し
た
。
夏
は
皮
膚
病
の
患
者
さ�

ん
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
水�

虫
や
虫
さ
さ
れ
な
ど
、
か
ゆ
い�

皮
膚
病
が
流
行
し
ま
す
。�

　
今
日
は
乳
幼
児
に
多
く
見
ら�

れ
る
伝
染
性
膿
痂
疹
に
つ
い
て�

述
べ
ま
す
。
皮
膚
病
に
は
た
く�

さ
ん
の
俗
語
が
あ
り
ま
す
。
患�

者
さ
ん
は
、
医
院
に
行
っ
た
時

は
「
尋
常
性
疣
貿
で
、
来
た
の

で
す
」
と
は
言
わ
ず
「
イ
ボ
で

来
た
の
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
約
半

分
の
人
が
伝
染
性
膿
痂
疹
の
こ

と
が
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。�

　
伝
染
性
膿
痂
疹
と
は
「
と
び�

ひ
」
の
こ
と
で
す
。
主
に
顔
、�

躯
幹
、
四
肢
に
豌
豆
大
か
ら
十�

円
玉
位
の
水
ぶ
く
れ
や
び
ら
ん�

が
次
々
と
発
生
し
、
ほ
か
の
部�

へ
も
感
染
し
、
ま
た
幼
稚
園
や�

学
校
で
も
伝
染
し
て
い
き
ま
す
。

最
も
一
般
的
な
水
疱
性
膿
痂
疹

は
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
ほ
か
に
痂
皮
性

膿
痂
疹
（
連
サ
球
菌
）
や
毛
襄

性
膿
痂
疹
が
あ
り
ま
す
。
問
診

し
て
い
る
と
、
水
ぼ
う
そ
う
に

な
っ
た
と
言
う
人
が
、
実
は
と

び
ひ
で
あ
っ
た
り
、
逆
に
と
び

ひ
に
な
っ
た
と
言
う
人
が
水
ぼ

う
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。�

　
治
療
は
局
所
に
は
抗
生
物
質�

の
軟
膏
を
外
用
し
、
ガ
ー
ゼ
や�

包
帯
で
充
分
に
固
定
す
る
こ
と�

が
大
切
で
す
。
病
巣
が
大
き
い�

時
は
、
抗
生
物
質
の
全
身
投
与�

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
通
常
ほ
と�

ん
ど
が
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
で
あ�

る
た
め
抗
菌
力
が
す
ぐ
れ
、
ま�

た
耐
性
の
少
な
い
セ
フ
ァ
ロ
ス�

ポ
リ
ン
を
内
服
し
ま
す
。
合
成�

ペ
ニ
シ
リ
ン
、
テ
ト
ラ
サ
イ
ク�

リ
ン
な
ど
も
有
効
で
す
。
水
疱�

や
び
ら
ん
が
あ
り
、
じ
め
じ
め�

し
た
感
じ
の
時
は
入
浴
は
避
け�

ま
し
ょ
う
。
通
常
一
週
間
以
内�

で
治
癒
し
ま
す
。
二
十
年
前
に�

比
べ
る
と
、
こ
の
頃
の
お
母
さ�

ん
は
ス
キ
ン
ケ
ア
が
よ
い
た
め�

か
大
き
い
と
び
ひ
は
、
む
し
ろ�

珍
し
く
な
り
ま
し
た
。�

　
七
月
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
夏

に
多
い
皮
膚
病
で
す
。
時
に
大

人
に
も
う
つ
り
ま
す
か
ら
ご
注

意
。�

�

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
家
屋

が
損
壊
し
、
壊
れ
た
家
屋
に
代

わ
る
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
、

特
例
と
し
て
取
得
し
た
家
屋
の

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
特
例

の
適
用
期
限
が
平
成
十
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
人
は
、

市
役
所
税
務
課
へ
申
請
し
て
く�

�

だ
さ
い
。�

■
特
例
の
条
件�

▽
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
滅
失

　
（
取
壊
）
し
た
家
屋
に
代
わ

　
る
家
屋
を
、
平
成
十
七
年
三

　
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
し

　
た
も
の
。�

▽
被
災
し
た
家
屋
と
代
替
家
屋

　
の
用
途
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
。�

▽
所
有
者
が
同
じ
で
あ
る
か
、

　
代
替
家
屋
の
所
有
者
が
法
定

　
相
続
人
か
震
災
の
前
後
を
通

　
じ
て
同
居
し
て
い
る
三
親
等

　
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と
。�

■
特
例
の
範
囲�

▽
適
用
期
間
　
取
得
し
た
翌
年

　
度
か
ら
六
年
間�

▽
減
額
の
範
囲
　
被
災
家
屋
の

　
床
面
積
を
限
度
と
し
て
固
定

　
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
そ

　
れ
ぞ
れ
最
初
の
四
年
間
は
二

　
分
の
一
、
そ
の
後
二
年
間
は

　
三
分
の
一
の
税
を
減
額
し
ま

　
す
（
新
築
軽
減
の
適
用
を
受

　
け
る
家
屋
の
場
合
は
、
新
築

　
軽
減
後
の
税
額
に
適
用
し
ま

　
す
）
。�

■
添
付
書
類�

▽
被
災
家
屋
が
阪
神
・
淡
路
大

　
震
災
に
よ
り
滅
失
、
損
壊
し

　
た
家
屋
で
あ
る
こ
と
を
証
明

　
す
る
書
類
（
罹
災
証
明
書
、

　
被
災
証
明
書
）�

▽
戸
籍
（
個
人
事
項
証
明
）
ま

　
た
は
法
人
登
記
簿
謄
本
（
代

　
替
家
屋
の
所
有
者
が
被
災
家

　
屋
所
有
者
の
相
続
人
か
合
併

　
法
人
の
場
合
）�

▼
詳
し
く
は
市
総
務
部
税
務
課

　
固
定
資
産
税
係
（
☎
２
２
・

　
３
３
２
１
）
へ�

�

の
う
　
　

　
　
　
か
　
　

　
　
　
し
ん�

震
災
に
よ
る
代
替
家
屋
の
税
を�

軽
減
す
る
特
例
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た�

�

震
災
に
よ
る
代
替
家
屋
の
税
を�

軽
減
す
る
特
例
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た�

�

す
い
ほ
う
せ
い�

も
う
の
う�

え
ん
ど
う�

ゆ
う
ぜ
い�

せ
い�
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火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

　
市
で
は
、
品
質
管
理
の
国
際

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
の
認
証

取
得
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　
証
明
書
な
ど
の
発
行
ま
で
の

時
間
や
事
務
処
理
の
正
確
さ
な

ど
で
は
、
大
半
が
「
普
通
」
や

「
正
確
」
と
い
う
回
答
だ
っ
た

の
に
対
し
て
、
窓
口
や
受
付
で

の
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
接
遇
研
修
を
行

う
専
門
講
師
を
招
い
て
、
窓
口

で
対
応
す
る
職
員
を
中
心
に
、

市
民
に
接
す
る
心
が
ま
え
や
態

度
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
改
善
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
は
改
善
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
願
い
し
ま
す
。�

����

　
洲
本
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

英
会
話
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
皆
さ
ん
の
参
加
を
歓

迎
い
た
し
ま
す
。�

■
と
　
き
　
九
月
か
ら
十
二
月

　
ま
で
の
毎
月
第
一
・
三
木
曜

　
日
、
午
後
七
時
〜
八
時
半�

■
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館�

■
内
　
容
　
外
国
人
講
師
と
受

　
講
生
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

■
対
　
象
　
十
八
歳
以
上
の
社

　
会
人�

■
受
講
料
　
一
般
六
千
円
、
協

　
会
員
五
千
円�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
協
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画

課
内
☎
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。�

����

　
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護

問
題
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象

に
家
庭
介
護
体
験
講
座
を
行
い

ま
す
。
福
祉
機
器
展
示
コ
ー
ナ

ー
や
由
良
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
見
学
を
行
い
ま
す
。�

　
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
や
バ
ス
タ

オ
ル
な
ど
、
用
意
し
て
い
た
だ

く
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
参
加

さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

■
講
座
日
程�

▽
七
月
二
十
五
日
（火）
、
午
後
一

　
時
半
〜
三
時
半
「
洗
髪
と
清

　
拭
の
介
護
方
法
」
講
師
・
特

　
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ち
ば

　
な
苑
寮
母
　
矢
野
さ
ち
子
氏

■
と
こ
ろ
　
由
良
総
合
福
祉
セ

　
ン
タ
ー�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２

６
・
０
０
２
２
）
へ
。�

◆
作
り
方�

①
き
ゅ
う
り
は
、
縦
に
と
こ
ろ
ど�

�

　
こ
ろ
皮
を
む
き
、
縦
四
つ
に
割�

　
り
、
三
　
に
切
る
。�

②
さ
さ
み
は
、
そ
ぎ
切
り
に
し
、�

　
Ａ
を
混
ぜ
る
。�

③
鍋
に
だ
し
を
煮
立
て
、
さ
さ
み�

　
を
入
れ
て
煮
る
。�

④
Ｂ
で
味
つ
け
し
、
き
ゅ
う
り
を�

　
加
え
る
。�

�

◆
作
り
方�

①
ゴ
ー
ヤ
は
縦
半
分
に
切
り
種
を�

　
取
り
、
薄
く
切
る
。�

②
さ
っ
と
茹
で
、水
を
か
け
冷
や
す
。�

③
玉
ね
ぎ
は
、
薄
く
切
り
、
水
に�

　
さ
ら
す
。�

④
ツ
ナ
缶
は
油
を
捨
て
、
全
部
を�

　
Ａ
で
あ
え
る
。�

�

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ�

２２０�

８２�

トノサマバッタの雄�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

き
ゅ
う
り
と
鶏
の
さ
っ
と
煮�

�

２�
１�

ゴ
ー
ヤ
サ
ラ
ダ�

栄 養 士 �

　川　口　睦　子�

Ａ�

Ａ�

Ｂ�

◆材料（４人分)�
きゅうり　　　　　　２本�
鶏ささみ　　　　　　４本�
酒       　　　       　大さじ１�
塩　　　　　　　　　　少々�

かたくり粉　　　　大さじ１�

だし　　　　　　　カップ１�

薄口しょうゆ　　　大さじ１�

塩　　　　　　　　　　少々�

ごま油　　　　　　小さじ�
�
◆材料（４人分)�
ゴーヤ（にがうり）�

　　　　　　　２００�

玉ねぎ　　　　　　１個�

ツナ缶　　　　　　１缶�

マヨネーズ�

塩・こしょう�

セ
ン�

チ�

グラ�
ム�

　
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
は
体
が
緑

色
か
褐
色
で
、
前
羽
は
褐
色
の

地
に
黒
い
斑
紋
が
散
ら
ば
っ
て

い
ま
す
。
後
羽
は
薄
く
透
明
で

羽
の
つ
け
ね
が
黄
色
で
す
。�

　
河
原
や
空
き
地
な
ど
の
草
原

に
多
く
、
成
虫
も
幼
虫
も
主
に

イ
ネ
科
や
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の

植
物
を
食
べ
ま
す
。
年
に
二
回

の
発
生
で
、
成
虫
は
七
月
か
ら

十
一
月
末
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。�

　
飛
び
バ
ッ
タ
と
呼
ば
れ
、
大

群
で
移
動
し
て
、
農
作
物
に
大

き
な
被
害
を
あ
た
え
る
バ
ッ
タ

は
、
こ
の
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
と

同
じ
種
類
で
す
。
羽
が
長
く
脚

が
小
さ
く
て
、
移
動
し
や
す
く

な
っ
た
型
の
も
の
で
す
が
、
日

本
産
の
バ
ッ
タ
は
、
こ
の
型
に

は
な
ら
な
い
の
で
す
。�

　
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
は
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
広
く
分
布
し

て
い
る
普
通
種
で
す
。
淡
路
島

で
も
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
。�

市
民
の
声
を
行
政
サ
ー�

ビ
ス
に
生
か
し
ま
す�

�

英
会
話
ス
ク
ー
ル�

　
　
　
　
参
加
者
募
集�

�

家
庭
介
護
体
験
講
座�

　
　
受
講
生
募
集�

ゆ�

先月号のふるさとの自然は「マメコガネ」の誤りでした。訂正します。�
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情報広場� Information  Plaza

わが家の　ホ ー プ�

真 野 涼 雅 ちゃん�

（平成11年8月6日生まれ）�

（物部）�

お外とイチゴが大好きな「やんちゃ涼ちゃん」�

です。　母：里実さん�

　
洲
本
市
休
日
等
応
急
診
療
所�

（
健
康
福
祉
館
内
）
で
は
、
日�

曜
日
や
祝
日
な
ど
の
診
療
日
に�

加
え
て
、
四
月
一
日
か
ら
土
曜�

日
の
午
後
も
診
療
し
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
六
月
一
日
か
ら
診�

療
日
を
拡
大
し
、
医
療
機
関
が�

休
み
と
な
る
こ
と
が
多
い
木
曜�

日
午
後
の
診
療
を
始
め
て
い
ま�

す
。
Ｘ
線
撮
影
装
置
な
ど
設
備�

も
充
実
し
、
応
急
的
治
療
体
制�

を
整
え
て
い
ま
す
。�

診
療
日
が
さ
ら
に
拡
大�

木
曜
日
・
午
後
も
診
療�

休日等応急診療所の診察時間�

■☎２４・６３４０�

診　　療　　日� 診　療　時　間�
日曜日・祝日�

８月１５日�

１２月３１日～１月３日�

木曜日�

土曜日�

午前９時～午後１０時�

受付は午後９時３０分まで�

午後１時～午後１０時�

受付は午後９時３０分まで�

△
△
△
△
△
�

献
血
日
程

�

休
日
等�

応
急
診
療
所�

休
日
等�

応
急
診
療
所�

　
郷
土
が
誇
る
伝
統
あ
る
素
晴�

ら
し
い
淡
路
人
形
の
頭
づ
く
り�

に
、
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

苦
労
し
て
製
作
し
た
淡
路
人
形�

の
頭
は
、
あ
な
た
の
一
生
の
宝�

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
挑
戦
し�

て
く
だ
さ
い
。�

■
と
　
き
　
毎
月
第
一
、
第
三�

　
日
曜
日
の
午
後
一
時
半
〜
四�

����

　
あ
わ
じ
緑
花
協
会
で
は
、
花�

と
緑
の
活
動
が
淡
路
島
の
文
化�

と
し
て
根
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
、�

花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品�

募
集
を
行
い
ま
す
。�

■
応
募
期
間
　
九
月
三
十
日
（土）�

　
ま
で
。�

■
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
住�

　
所
、
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て�

　
花
と
緑
の
き
れ
い
な
時
期
の�

　
カ
ラ
ー
写
真
三
枚
以
上
（
サ�

　
イ
ズ
は
、
自
由
）
を
添
え
て�

　
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募�

　
用
紙
は
、
あ
わ
じ
緑
花
協
会
、�

　
淡
路
県
民
局
、
市
役
所
企
画�

　
課
な
ど
に
あ
り
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
（
☎
２�

　
２
・
０
８
８
８
）
へ
。�

����

　
旧
軍
人
（
ま
た
は
未
亡
人
）�

で
、
軍
人
恩
給
を
請
求
し
た
こ�

と
が
な
い
人
に
、
軍
人
恩
給
の�

受
給
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を�

調
査
し
ま
す
（
公
務
員
退
職
等�

の
年
金
受
給
者
を
除
き
ま
す
）。�

　
希
望
者
は
、
履
歴
申
立
書
に�

必
要
事
項
を
書
い
て
、
終
戦
当�

時
の
本
籍
地
の
あ
る
都
道
府
県�

援
護
担
当
課
へ
提
出
し
て
く
だ�

　
　
　
　
　
時
半
（
開
講
日
は�

　
　
　
　
　
八
月
六
日
）�

　
　
　
　
■
と
こ
ろ
　�

　
　
　
　
　
淡
路
文
化
史
料
館�

　
　
　
　
■
講
　
師
　�

　
　
　
　
　
藤
野
良
一
先
生�

　
　
　
　
　
（
鳴
門
市
や
三
原�

　
　
　
　
　
高
校
な
ど
で
も
指�

　
　
　
　
　
導
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
彫
号
は
「
人
形
良
」
で
す
）�

■
経
　
費
　
初
回
時
、
工
具
材�

　
料
費
三
万
円
と
年
間
会
費
二�

　
千
円
（
予
定
）�

■
締
　
切
　
七
月
三
十
一
日
ま�

　
で
。�
▼
詳
し
く
は
、
淡
路
文
化
史
料�

　
館
（
☎
２
４
・
３
３
３
１
）�

　
へ
。�

「
あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン�

　
ク
ー
ル
」
作
品
募
集�

軍
人
恩
給
の
受
給
資
格�

を
調
査
し
ま
す�

さ
い
（
用
紙
は
各
市
区
町
援
護�

担
当
課
に
あ
り
ま
す
）。�

▼
詳
し
く
は
、
県
社
会
援
護
課�

（
☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７�

１
１
）
へ
。�

��

■
七
月
二
十
一
日
（金）�

▽
午
前
十
時
〜
正
午�

　
洲
本
郵
便
局�

▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
半�

　
関
西
電
力
淡
路
営
業
所�

■
七
月
二
十
四
日
（月）�

▽
午
後
一
時
半
〜
四
時�

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
洲
本
営
業
所�

■
八
月
十
四
日
（月）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

　
洲
本
保
健
所�

■
八
月
十
六
日
（水）�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半�

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館�

■
八
月
二
十
日
（日）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
一
時�

　
大
野
公
民
館�

▽
午
後
二
時
半
〜
三
時
半�

　
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店�

デ
コ
づ
く
り
教
室
受
講
生
募
集�

介護支援専門員実務研修受講試験が１１�

月１２日（日）に実施されます。�

●受付期間　８月１７日（木）～８月３１日（木）�
●申込方法　兵庫県社会福祉協議会�
　　　　　　社会福祉研修所　試験・研�

　　　　　　修係�

　受験の手引きは、各保健所、淡路福祉�

事務所、市健康福祉部介護福祉課で、８�

月１日（火）から配布します。�

ケアマネージャーの�
資格試験のお知らせ�

▼
�

�所得税（予定納税）第１期分の納期限は７月３１日です。お忘れなく。�

りょう　　が�



１３�

昭和４５年４月２日～昭和５８年�
４月１日までに生まれた人でＡ以�
外の人�

講　演「沿岸域の環境を�

　　　　　　　　　守り育てよう」�

　　　　ハマボウ見学会�

�

　ふれあいの祭典淡路実行委員会では、「囲碁・将棋大�

会」の参加者を募集しています。参加希望者は、はがき�

か封書で８月１１日（金）までに申し込んでください。大会�

はいずれも９月３日（日）に行われます。�

　詳しくは、同実行委員会（☎２２・３５４１）へ。�

　ため池はプールに比べて水温が低く、岸から急に深く�

なっています。ため池での水遊びはやめましょう。ため�

池で遊ぶ子供を見かけたら、声をかけて注意してくださ�

い。�

��

■
職
　
種�

　
消
防
職�

■
採
用
予
定
人
数�

　
一
人�

■
試
験
日�

　
▽
第
一
次
試
験
　
九
月
十
七

　
日
　
▽
第
二
次
試
験
　
十
一

　
月
中
旬�

■
受
付
期
間�

　
八
月
七
日
（月）
〜
八
月
十
七
日

　
（木）
ま
で�

▼
受
験
資
格
、
申
込
用
紙
の
請

求
な
ど
詳
し
く
は
、
淡
路
広
域

消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
総
務

課
（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）
へ
。�

�

��

■
募
集
種
目�

　
▽
一
般
曹
候
補
学
生
　
▽
曹

　
候
補
士
　
▽
航
空
学
生
　
▽

　
二
等
陸
海
空
士�

■
受
付
期
間�

　
八
月
七
日
（月）
〜
九
月
八
日
（金）

　
ま
で�

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
（
☎
２
４
・
２
４
４

９
）
か
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。�

��

■
受
付
期
間�

　
七
月
二
十
七
日
（木）
〜
八
月
十

　
日
（木）�

■
受
験
資
格�

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
〜

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
生

　
ま
れ
の
人�

■
採
用
予
定
人
数�

　
約
三
十
人�

▼
詳
し
く
は
、
大
阪
入
国
管
理

局
総
務
課
人
事
係
（
☎
０
６
・

６
９
４
１
・
０
７
７
１
）
へ
。�

�����

■
募
集
期
間�

▽
海
上
保
安
大
学
校
　
八
月
二

　
十
四
日
（木）
〜
九
月
五
日
（火）�

▽
海
上
保
安
学
校
　
七
月
二
十

　
七
日
（木）
〜
八
月
十
日
（木）�

▼
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

瀬
戸
内
海
東
部
統
制
通
信
事
務

所
（
☎
０
７
９
９
・
６
４
・
０

４
２
６
）
へ
。�

��

　
兵
庫
県
警
察
で
は
、
警
察
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

■
受
付
期
間�

　
八
月
八
日
（火）
〜
二
十
八
日
（月）

　
ま
で�

■
第
一
次
試
験�

　
九
月
十
七
日
（日）�

▼
詳
し
く
は
、
同
警
察
本
部
警

務
課
（
☎
０
７
８
・
３
７
１
・

４
５
１
５
）か
洲
本
警
察
署（
☎

２
２
・
０
１
１
０
）
へ
。�

消

防

職

員

募

集

�

自
　
衛
　
官
　
募
　
集�

入
国
警
備
官
募
集�

海
上
保
安
大
学
校�

海
上
保
安
学
校�

　 

〜
学
生
募
集
〜�

警
　
察
　
官
　
募
　
集�

■募集人員、資格など�

採用はいずれも平成１３年４月上旬以降です。�

男 性 �

男 性 �

女 性 �

Ａ�

Ｂ�

Ｂ�

約３０人�

約３０人�

約 ５ 人�

区　分� 募集人員� 受　　験　　資　　格�

昭和４５年４月２日～昭和５４年�
４月１日までに生まれた人で４年�
制大学卒業か卒業見込みの人�

　由良・生石地域は、海陸の豊かな自然やその自然と密�

着した生活文化が残っています。由良・生石研究村運営�

協議会では、環境研究や研究を通じて交流を進めるシリ�

ーズセミナー「環境と人間」を開催しています。お気軽�

にご参加ください。参加費は１回１,０００円です。�

　開催場所はいずれも、エトワール生石です。�

　講師には、細田龍介・大阪府立大学教授など多彩な人�

　を予定しています。�

　詳しくは、市役所企画課（☎２２・３３２１）へ。�

淡路ふれあいの祭典�

「囲碁・将棋大会」�

ため池は危険です�

▼
�

△
△
　
▲

「環境と人間」開催中�

■開 催 予 定�

と　　き� 内　　　　　　容�

７月２２日（土）�

午後１時３０分�

　～４時３０分�

報告会 「研究村における�

　　　　　　新産業開発の可能性」�

講　演「大阪湾の歴史と由良」�

報告会「研究村の未利用資源と�

　　　　　　　　　　　　新産業」�

報告会「研究村地域の環境」�

講　演「由 良 の 歴 史」�

「環境と人間」開催中�「環境と人間」開催中�
由良・生石研究村シリーズセミナー�

９月３０日（土）�

午後２時～４時�

１０月２８日（土）�

午後２時～４時�

３月２４日（土）�

午後２時～５時�

１１月２５日（土）�

午後２時～�

　　４時３０分�

平成１３年�

２月２４日（土）�

午後２時～４時�

参 加 者 募 集�



１４�

　８月は「差別をなくそう県民運動」強調月間です。明る�

く住みよいまちづくりのため、人権感覚を磨きましょう。�

兵庫県や淡路島内の市町、教育委員会などでは、「ひょう�

ご・ヒューマンフェスティバル２０００in淡路」として、�

人権啓発のための講演会やライブなどを行います。�

�

■山口　崇さん講演会�
　　と　き　８月４日（金）�

　　　　　　午後１時開場、１時３０分開演�

　　ところ　淡路夢舞台国際会議場�

　　演　題　出会い旅～人・夢・あたたかさ～�

�

■淡路市町イベント・ミニライブ�
　　と　き　８月４日（金）�

　　　　　　午前１０時開場、１０時３０分開演�

　　ところ　花博会場・ふれあいステージ�

　　出　演　ＢＯＲＯ�

�

■ハートフルライブ�
　　と　き　８月４日（金）�

　　　　　　午後５時３０分開場、６時開演�

　　ところ　花博会場・野外劇場�

　　出　演　ＢＯＲＯ、ＴＡＥＫＯ、多々良  誠ほか�

　詳しくは、（財）兵庫県人権啓発協会�

　（☎０７８・２４２・５３５５）へ。�

�

　また、淡路を舞台に製作された人権啓発映画「サンセッ�

ト　サンライズ」が、８月６日（日）、午後１時～１時５４分�

サンテレビで放映されます。ぜひご覧ください。�

■と　き　７月２０日（木）、午前１０時～午後３時�

■ところ　　大阪湾海上交通センター（北淡町野島江崎）�

　　　　　　江埼灯台（北淡町）�

■内　容　巡視船模型展などほか各種計画中です。また、�

大阪湾海上交通センター入場者には記念品として、海上保�

安庁イメージキャラクター「うみまる」くんのキーホルダ�

ーや、同センター特製吹き戻しなどがプレゼントされます。�

　詳しくは、大阪湾海上交通センター（☎０７９９・８２�

・３０５０）、神戸航路標識事務所（☎０７８・２２２・�

８９８０）へ。�

ひょうご・ヒューマン�
フェスティバル�

第12回兵庫のまつり�

ゴルフ場利用税は県や市の貴重な財源です�

　ゴルフ場利用税の額は、ゴルフ場の規模、利用料金など�

を基準に決められ、１日一人あたり３００～１，２００円�

となっています。この利用税のうち、１０分の７がゴルフ�

場のある市町にゴルフ場利用税交付金として交付され、地�

域の振興に使われています。�

　　　　　　　兵庫県・洲本財務事務所�

■と　き　７月２３日（日）�

　　　　　午後１時３０分～３時３０分�

■ところ　しづかホール（津名町志筑）�

■内　容　　少年少女・一般合唱団による合唱�

　　　　　　ジャズオーケストラ演奏�

■出　演　　ザ・サーズデイナイトジャズオーケストラ�

　　　　　　島内コーラス団体２０団体�

　詳しくは、県立淡路文化会館（☎０７９９・８５・１３�

９１）へ。�

ふるさとの心をうたう第25回淡路音楽祭�

2000�

in 淡路�

▼

▽
▽
▽
▽

▽
▽

▽
▽
　
▽

▽
▽
　
▽

▽
▽
　
▽

大阪湾海上交通センター ＆ 江埼灯台�
　　施 設 一 般 公 開�

▼
�

入場無料�

　申し込みは、１世帯１戸に限ります。�

　家賃は、収入や家族構成などにより変わります。�

　敷金は家賃の３か月分です。�

■募集期間　７月２４日（月）～８月４日（金）までの午前９時か�

　　　　　　ら午後５時。（土、日は除きます）�

■受付場所　市役所都市整備部都市計画課�

　　　　　　申請書類も同都市計画課でお渡しします。�

■必要書類　　住民票　　所得証明書　　健康保険証　�

　　　　　　　その他該当者について必要な書類�

※その他該当者について必要な書類は、直接お問い合わせ�

ください。�

■抽　　選�

　　申込者が、募集戸数を超えた場合は、公開抽選をしま�

　　す。�

　　申込者（または代理人）は必ず出席してください。欠�

　　席の場合は、棄権とみなします。�

　　抽選に来られる時は、必ず申込み受付票を持参してく�

　　ださい。�

　　抽選日時　８月２１日（月）、午後１時３０分（時間厳守）�

　　抽選場所　市民会館　第１・２会議室�

　詳しくは、都市計画課（☎２２・３３２１内線３６３）へ。�

本町4丁目5番23号�

下内膳431番�

由良町由良2215番�

安乎町平安浦1962番2号�

桑間842番�

�

下内膳216番1号�

9,200～

11,000～

9,000～

9,900～

16,200～

18,400～

13,700～

13,800～

(2K)

(2DK)

(2DK)

(2DK)

(3DK)

(2LDK)

(2K)

38㎡

42.7㎡

39.3㎡

42.7㎡

59.2㎡

61.1㎡

39.4㎡

1

1

2

1

1

3

515

215

108

121

104

104

A102

A302

B302

船　場（旧）�

下　内　膳�

婦　野　谷�

安　　　乎�

桑　　　間�

�

東下内膳（1）�

住　宅　名�室番号�戸数�面積（間取り）�家賃（円）� 住　　　所�

▼
▽
▽
　
▽
　
▽
　
▽

▽
▽
▽

▽
▽

▽ ▽

■募集住宅�

　市役所都市整備部都市計画課では、市営住宅の入居者を�

募集しています。�

市 営 住 宅 入 居 者 募 集 �

15,300

18,300

14,900

16,500

26,800

30,400

22,600

22,900



１５� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

ママメイト�
いのちって何だ　毎月第１～４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　７月２５日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　８月１５日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　９月１２日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　８月１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

２歳児健康相談　７月２７日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�

　者（Ｈ１０．７月生まれ）には案�

　内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　８月１８日（金）、午前９�
　時３０分～１１時００分�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�

　素塗布を同時に行います（予約が�

　必要、料金１，４８０円）。�

�
�
成人健康相談　９月４日（月）、午後１�
　時３０分～３時�

�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など・予約が必要）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�
　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など。�

　奇数月は第２火曜日のみ）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

　７月、８月の乳幼児健康診査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。８月�

　２日（水）、８月１６日（水）、（受付・市�

　役所市民相談係で電話による予約�

　受付けをしています☎２２・３３�

　２１）総合福祉会館で。�

行政相談　８月２日（水）、午後１時１５�

　分～（受付・午後１時３０分まで）�

　総合福祉会館で。�

社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

７月２１日（金）�

７月２８日（金）�

８月１０日（木）�

８月１１日（金）�

８月１７日（木）�

８月３０日（水）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

�

Ｈ１１年９月生�

�

�

Ｈ１０年１２月生�

�

�

�

Ｈ１１年１月生�

Ｈ１２年３月生�

�

�

�

Ｈ１２年４月生�

�

�

Ｈ９年５月生�

�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

胃がん検診　９月６日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健康�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度�

　１回限り）　　�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎月第３水曜日、午後�

　１時～３時、青少年センター（☎

　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�

　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

　　　　 お　し　ら　せ�

　この度、主に視覚障害者のために、�

本などを朗読した録音ＣＤを再生す�

る機械（ＣＤプレクストーク）を、淡�

路視覚障害者協会（西田雅保会長）�

から寄贈していただきました。�

　また図書館でも、乙武洋匡さんの�

著書『五体不満足』の朗読ＣＤを購�

入していますので、併せてご利用く�

ださい。�

�

　　　　 お は な し 会�

■と　き　７月２２日（土）�

　　　　　８月１２日（土）�

　　　　　いずれも午後２時より�

■ところ　児童室　おはなしのへや�

�

　　　　 おりがみ教室�

■と　き　７月２２日（土）�

　　　　　午後３時より�

■ところ　児童室�

■対　象　４歳以上�

（小学生未満の人については保護者�

同伴でお願いします）�

参加したい人は前日までに図書館児�

童カウンターで申し込んでください。�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

　
海
に
山
に
街
に
夏
色
が
あ
ふ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
燃

え
る
太
陽
に
負
け
じ
と
咲
い
て

い
る
、
色
鮮
や
か
な
可
憐
花
々

が
暑
さ
を
紛
れ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
◆
都
会
の
雑
踏
で
も
、
思
わ

ぬ
涼
し
げ
な
光
景
を
目
に
し
ま

し
た
。
渋
い
色
合
の
日
傘
を
さ

し
て
し
と
や
か
に
歩
く
ご
婦
人

の
和
服
姿
。
髪
を
小
粋
な
ア
ッ

プ
に
ま
と
め
、
シ
ャ
リ
感
た
っ

ぷ
り
の
絽
の
着
物
に
白
い
足
袋
。

肌
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
格
好

よ
り
は
ず
ー
っ
と
清
涼
感
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
（
ご

本
人
は
、
汗
グ
ッ
シ
ョ
リ
か
も
）。

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
先
日
Ｔ
Ｖ

で
見
た
祇
園
ま
つ
り
の
山
鉾
巡

行
の
順
番
を
決
め
る
「
く
じ
取

り
式
」
。
古
式
に
の
っ
と
り
、

出
席
者
全
員
が
夏
用
の
羽
織
は

か
ま
の
正
装
で
し
た
。
不
思
議

と
、
日
本
の
夏
を
感
じ
た
ひ
と

と
き
で
し
た
◆
今
年
の
洲
本
の

夏
は
、
特
に
熱
い
（
？
）
模
様
。

国
政
選
挙
に
続
い
て
、
市
長
、

市
議
会
議
員
の
同
日
選
挙
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
、
こ

の
広
報
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
◆
夕
涼
み
に
は
、
夜
の

花
博
会
場
な
ど
如
何
で
し
ょ
う

か
。
潮
風
と
満
天
の
星
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
橋
。
心
が

広
く
、
大
き
く
な
る
よ
う
な
気

が
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
（
Ｍ
・
Ｔ
）
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第53回�

おどり大会�

花 火 大 会 �

塩屋１号線がメーンおどり場に�
　今年のおどり大会は、塩屋１号線をメーン会場にして�

繰り広げられます。ケーブルテレビでは、この熱狂を生�

中継で放送します。ご期待ください。�

　詳しくは、洲本商工会議所（☎２２・２５７１）か市�
役所商工観光課（☎２２・３３２１）へ。�
�

8月4日（金）～6日（日）�
�

8月4日（金）、5日（土）、午後6時～１０時�
�

　雨天や強風の場合は、８月７日に順延します。交通渋�

滞が予想されますので、なるべく交通機関をご利用くだ�

さい。また、遊漁船での花火見学は自粛してください。�

�

�

8月6日（日）、午後8時～9時�
�

■と　き　８月１３日（日）、午後７時～�
■ところ　ジャスコ駐車場東側空地�

参加自由
・飛び入

り大歓迎
�

8月は「道路を守る月間」です�8月は「道路を守る月間」です�
　ポイ捨て、無断の貼り紙、はみ出し看板の設置など、何�
気なく道路を汚していませんか。道路はみんなのものです。�
正しく安全に使�
いましょう。�
�
�
�
�
洲　　本　　市�

兵　　庫　　県�

�

ハマボウ観賞会�ハマボウ観賞会�
　由良成ヶ島には、絶滅が心�
配されているハマボウやハマ�
マツナ、ハマウツボなどの海�
浜植物が自生しています。�
「成ヶ島を美しくする会」では、�
これらの保存に取り組んでいま�
すが、この度、７月下旬から８月�
上旬に見ごろを迎えるハマボウの観�
賞会を行います。参加費、渡船代も含めて無料です。�

■と　き　７月２０日（海の日）、午前９時～午後３時�
          　　（荒天時は中止します）�

■ところ　成ヶ島渡船場へお集まりください。�

　詳しくは、同会の為後（☎２７・００１１）か花野（☎�
２７・０３９３）へ。�

ハマボウ：海岸の砂地に生える落葉低木で、夏にハイビスカスのよう�

な直径５　ほどの黄色い花をつけます。海水に浸かるハマボウの林は�

暖帯のマングローブとも言えます。今では海岸の開発によって消失し、�

群生地として兵庫県では成ヶ島にしか残っていない貴重な植物です。�

食の祭典開催�
�
食の祭典開催�
�

　市農政課では、「花」の祭典を５月に行いました。続�

いて「食」をテーマにした祭典を開催します。焼肉やた�

こ天などの「食のコーナー」と、地場産の魚介類、野菜、�

牛乳などの販売を予定しています。ご家族や友人おそろ�

いでお越しください。なお、数に限りがありますので、�

お早めにお越しください。�

■と　き　８月１１日（金）午後５時～８時�
　　　　（小雨決行、荒天時は翌日に順延します）�

■ところ　「御食国」横の多目的広場�

　詳しくは、市役所農政課（☎２２・３３２１）へ。�

第4回　洲本の盆踊り�

ため ご�

セン�
チ�

淡
路
ビ
ー
フ�


